
IV. 機構。職員。予算

ー． 機 構

A. 機構の概要

生産技術研究所は日常の業務遂行の面から，研究部と事務部に大別される．

研究部は，運営の便宜上， 5部門に分かれ，部ごとに互選による 2名の常務委員がいて

部の日常の業務処理に当たる．常務委員のうち 1名は，部主任として部を代表する．常務

委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎月 2回，必要によりそれ以上会議

を聞催している．研究部は研究室から成り立っており，また，その部の痔門を適当に分類

した専門分野表は 1ページ「活動の概要」の項に掲げたとおりである．

本所の凪要事項は教授総会で決誤する．教授総会は教授• 助教授によって組絨され， 1屈

月2回定期に阻催している．ほかに教官同志の知識向上をはかる輪講会が毎月 1回行なわ

れる．

そのほかに所員がそれぞれの恵門的立場から組織する各種委員会，辿営関係を坦当する

諸委旦会がある． これらは各部から選出する教授• 助教授または講師が委員となって構屈；

されるもので，委員長は教授総会で選出されるものと所長委揺によるものとがある．その

種類は次ページB.機構図にあるとおりで，内容は登末の委員会諸規定を参照されたい．
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B 機構図
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教授総会ー改革委員会（教官）

一常務委員会

口µ主任ー事務室••業務掛長・＊．．．．．．．．．．．．．．．．：

9門分野（各研究室） 1 

究班ー主任研究員

こ学）一同 上..............................; 

一研究部寸—第 3 部ー（電気・電子工学）一同 上．．．．．．．．．．．．．．．．．→............ : 

部一（化学・冶金工学）一同 上..............................; 

部一（土木・建築工学）一同 上．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．；

...... 総合研究班ー主任研究員 ； 

理課長1庶務主任佛務掛・人事掛•厚生掛） ； 
会計主任（司計掛・用度掛・出納掛・：

給与掛・施設掛） ： 

一事務部ー事務部長lJ'出版掛・研究掛・写真掛
（各研究部業務掛）・・・・・ .々.....

業務課長
（試作工場業務掛・設計掛） ... ●疇・・・・・・・・・・:

（電子計算機室業務掛）…・・・・・・・・・・・・・・・・三

ぃ葉実験所一所長 事務室ー事務掛長

試作工場一工場長――工作室

!…業務掛•“ー：
, ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・! 
←設計掛•••:

一電子計算機室ー室長ープロ グラム班• 操作班

業務掛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・ ・・・・・----・・・・・・・・・・・・・・・・-
特別研究審議委員会・工作委員会

図書委員会・写真委員会・出版委員会

営緒委員会

一常置運営関係委員会l千葉実験所管理運営委員会・講習会委員会
放射性同位元素委員会・厚生委員会

電子計算機委員会・試験溶鉱炉委員会

津波高潮実験施設運営委員会I将来計画委員会
一臨時委員会 記念行事委員会・奨励会委員会

臨時事業委員会・建築計画委員会
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外山

工 修

"
 

施設掛長

出版掛長

研究掛長

写真掛長

図書掛長

第 1部業務掛長

第2部業務掛長

第 3部業務掛長

第4部業務掛長

第 5部業務掛長
千葉実険所
事務掛長（併）

手

雄

明

二

仁

徳 工

工

修

博

郎

明

稔

平

雄

譲

昂

郎

司

文

彦

太蓋

忠

博

為

睛

良

哲

関 悶

室長
(ff翡珀舟iHHf)! 藤 廿ー 旦 子

Ph.D 

電子計算機室

］助 手！ Ill 'r''し羅fl 正 久 ＂じ頂~
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年
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Iコ 醗

憐きn 師 鈴

久

横

増

鈴

辻

西

氏 名

助

助 教
”

手

授

木

保

内

沢

木

JI¥ 

正

康

隆

浩

籾

吾

靖

人

久

平

泰

間
i
,

＇
-
と

9

発令年月日

46. 

46. 

46. 

46. 

異
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動
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4

5

6

 

” 

備

醗

戦

師

”
 

辞

休

講

” 
教授

II 

考

採

” 
昇任

N 

用
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師

授

授

師

手

授助

”

教

部

教

学

助

教

訥

エ

助

柴
臼
ぎ
日 師

"'I-
予又 授

” 
助教授

事務部長

業務課長

C. 名

故井口常雄，

故岡宗次郎，

福田義民，

岡本舜三，

3

A

 

決算

中

白

村

吉

植

鈴

菊

川

片

久

増

久

森

沢

中

三

竹

恨

石

井

田

村

木

田

井

山

保

沢

保

脇

井

根

島

内

教授

瀬瞬

故渡辺

坪井

江」こ

と

拾頷

歳員給号

校費

叫究部経費

各部研究 tl

特別研究費

特殊装骰迎転経費

その他

管理連営費
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千

振

俊

筐

品

捏

忠

恒

隆

義

善

千

新

象二，

要，

善Jl券，

ー且II,

予 算

宮

作

治

硲

義

之

志

彦

雄

靖

久

靖

雄

郎

富

吉

清

故友田

福田

菊池

星埜

昭和45年度オ出決算額

46. 6 . 
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6

6
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4

4

4

4

 

1

1

1

1
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1

3

3

 

1

1
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6

6

7

7

 

4
4
-
4
4
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II 

Ii: 孝，

武雄，

頁ー，

祖．

金頷

1,024,228,906 

637,513,441 

341,256,465 

221,744,707 

104,713,700 

90,678,800 

16,407,500 

9,944,707 

119, 511, 758 

ー 助教授

“ 

昇任

// 

1

2

1

1

 

””  
助教授（東京工業大学工学部）

教授（東京大学工学部）

復職

講師

教授

助教授

復識

助教授

” 
停年

” 
辞職

停年

II 

谷

高栂

植野

昇

昇

採

任

任

用

昇任

（静岡大学工学部）

安生，

武雄，

昌ー，

凪合

永井

関野

正治

こlt:f'
カブコ

→ -・ 
'' Jし

叶分率

100.00りり

62.24 

33.32 

21. 65 

10.23 

8.85 

1. 60 

0.97 

11.67 

白分率

100. 00% 

64.98 

30.69 

26.57 

4.81 

2.91 

35.02 



光緑水料 16,827,524 1. 64 4.93 

}'← HV ヽJ •/,i1 ' 11,398,778 1. 11 3.34 

目勁車管開 1,858,913 0.18 0.54 

開!);連転 費 2,997,345 0.29 0.88 

1,025,456 0. 10 0.30 

庁舎営繕費 3,136,000 0.31 0.92 

図 薯 冥dJ' 9,030,000 0.88 2.65 

ti¥ 版 費 6,800,000 0.66 1. 99 

厚生経費 917,600 0.09 0.27 

写真室連営費 256,872 0.02 0.08 

2,760,000 0.27 0.81 

4,462,600 0. 44 1. 31 

実験所連営費 9,177,000 0.90 2.69 

事務経費 7,144,453 0.70 2.09-

賃 ノ:sli‘: 3,250,926 0.32 0.95 

図時経喪 38,468,291 3. 76 11. 27 

受託研究費 26,700,000 2.61 

受託研究員費 4,500,000 0.44 

職員旅毀 5,939,000 0.58 

受託研究旅毀 2,520,000 0.24 

各所修繕 5,800,000 0.57 

B. 昭和46年度オ出予算額

金 額 百分率 百分率

玄''公"ヽ 額 1,184,595,900 100. 00 

畷員給与 714,800,000 60.34 

校 内只’ 407,952,900 34.44 100. 00% 

研究部経費 296,580,900 25.04 72. 70 

斧部研究 117,234,000 9.90 28. 74 

附f刀lj刊［・グE1四 149,794,800 12.64 36.72 

特殊装置運転経翡 19,511,100 1. 65 4. 78 

て~ の 他 10,041,000 0.85 2.46 

管理連営費 111,345,000 9.40 27.30 

)'t 孔!¥ JJく 沐斗 17,600,000 1. 49 4.31 

辿‘芯’ 伯 費 12,500,000 1. 05 3.06 

自動車管理費 1,910,000 0. 16 0.47 

暖房連転経般 3,700,000 0.31 0.91 
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会議費

庁舎営繕費

図苫毀

出版費

厚生経費

写真室連営費

実験所連営曹

事務経費

賃金

臨時経費

受詑研究費

受北研究員毀

職員旅費

受託究研旅費

各所修繕

受託研究謝金

1,050,000 

3,300,000 

10,295,000 

7,220,000 

910,000 

200,000 

2,200,000 

3,500,000 

7,400,000 

8,020,000 

2,920,000 

28,620,000 

36,322,000 

5,660,000 

6,897,000 

4,020,000 

8,818,000 

153,000 

0.09 

0.28 

0.87 

0.61 

0.08 

0.02 

0. 18 

0.29 

0.62 

0.68 

0.25 

2.42 

3.07 

o.48 

0.58 

0.34 

0.74 

0.01 

0.26 

0.81 

2.52 

1. 77 

0.22 

0.05 

0.54 

0.86 

1. 81 

1.97 

0. 72 

7.02 

c
 

文部省科学研究費関係（昭和 46年度）

"'入＇ ＂汎ンヽ

奨

総

試

特

額

般研

励研

合研

険研

定研

究

究

究

究

究

124,720,000 

96,830,000 

1,610,000 

9,000,000 

10,380,000 

6,900,000 

D. その他の研究費（昭和 46年度）

総額

文部省科学研究費分担金

奨学交付金

59,163,372 

695,000 

58,468,372 

B+C+D 1,368,479,272 

127 



1:・,:::・:: ,:・::::::,,: し1

研究所費
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科学研究費
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その他の研究費
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4. 昭和46年度のおもな記録

A 教授総会開催日表

4. 21, 5. 12, 19, 6. 16, 7. 7, 28, 9. 1, 22, 10. 6, 20, 11. 17, 12. 1, 15, 1. 19, 2. 2, 

; 16, 3. 1, 15 

B 各種委員会開催日表

妥旦会名 l O甘 ｛｛｝： 日打（畠）は臨時開催日
, .............. ―........ ........... ..... .. 

l常務委員会 I4. 7, 21, 5. 6, 19, 6. 2, 16, 7. 7, 28, 8. 11, 9. 1, 22, 1 o. 6, 18(臨），
! 20, 11. 4, 10(臨）， 17,24(臨）， 12.1, 15, 47, 1. 5, 19, 2. 2, 16, 3. 1, 
; 15 

5. 11, 25, 7. 27, 10. 27, 11. 12, 47. 1. 19, 2. 16 

6. 17, 47. 3. 30 

6. 18, 47. 2. 5. 28, 3. 23 

4. 7, 14, 16, 28, 5. 11, 26, 6. 2 

4. 13, 5. 18, 6. 8 

4. 14, 28, 5. 26, 6. 9, 23, 7. 14, 47. 2. 9, 23, 3. 22 

2. 14, 28, 3. 13, 27 

5. 25, 6. 9, 8. 17, 31 

8. 12 

4. 28, 5. 26, 6. 30, 9. 22, 1 o. 27, 11. 24, 12. 22, 47. 1. 26, 2. 23, 
3. 22 

［エ作委員会 I6. 23, 7. 28, 9. s, 11. 10, 47. 1. 12, 3. 29 
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特別研究審議 I4. 3o, 5. 19, 10. 27, 11. 10, 47. 2, 9, 2. 2s 
委員会！

電子計邸機 I4. 28, 5. 26, 6. 30, 9. 27, 1 Q. 27, 11. 24, 12. 22, 47. 1. 26, 2. 9, 
委員会 3.29, 

I写真委員会 4.27, 12. 9, 47. 3. l4 
I ，試験溶鉱炉 7.2, 8. 12, 47. 3. 17 
I委員会
I千葉実険所管理 I5. 1, 10. s, 47. 3. 10 
I連営委員会
厚生委員会 5.21, 47. 3. 21 I 

c. 輪 講 会

題 目 I ： 講 演 者 開催年月日

402 鉛という金属の周辺 助教授西川精一 46. 4. 21 

403 鋼製部材における局部座団 助教授高梨晃一 46. 5. 19 

404 ホログラフィーの計測への応用 教授小瀬輝次 46. 6. 16 

405 ロールフォーミング加工の諸問題について 助教授木内 学 46. 7. 28 

406 グラフィック・ディスプレイ装四について 助教授山口楠雄 46. 9. 22 

407 ガラスの機械的性質について 教授今岡 v,ょ,, ふ,、 46.10. 20 

408 最近の諾礎工法展望 助教授三木五三郎 46.11.17 

409 Fracture Mechanics (破壊力学）の迎歩と最近の 教授北川英夫 46.12.15 
諸問題

410 船舶の運動性能からみた実船試験について 助教授前田久明 47. 1. 19 

411 科学衛屈「しんせい」の打ち上げについて一映面 教授斉藤成文 47. 2. 16 

D. 日

昭和西暦 月日

譜

行 f; 

-
•
こ
I
9‘. 

46 1971 4. 19 インドネシア国立科学研究所 スマントリイ次長ほか2名来所見学

4. 23 大蔵省原主計官来所見学懇談

5.13 昭和工事（株）幹部社員4名来所見学

5. 27, 28 研究所公開，研究室公開および講演，映両会開催

5. 27 財団法人生産技術研究奨励会理事会，評議員会合同会議

6. 23-25 第9回生研講習会開催 テーマ「工学における新しい化学計測」 （公害対策の基

礎知識として）

7. 21-22 昭和46年度会計実地検査実施

10. 28 第1回臨時事業「都市における災害・公害の防除に関する研究」研究発表会 テ

ーマ「都市機能の定義と都市災害防除の理念」，「交通信号制御手法の問題点と今

後の研究課題」

11. 2 第2回臨時事業研究発表会テーマ「地下埋設管の地震時挙動」，「沈埋トンネルの

解折」

11. 16 本所迩動会（主催，弥生会）を中庭において開催
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11. 16 斡国，京城大学工学部長他4名来所見学怒談

11. 25 第3回臨時事業研究発表会テーマ「都市廃棄物処理対策開発研究の慨要」，「都市

廃棄物処理の実態調査報告」

12. 7 財団法人生産技術研究奨励会理事会，評議員会合同会議

12.17 第4回臨時事業研究発表会テーマ「建築物の耐震設計とその問題点」，「新設の勁

的破壊試験装骰について」

47 1972 1. 7 財団法人生産技術研究奨励会臨時理事会

1. 25 第5回臨時事業研究発表会テーマ「ハイプリッド・シミュレーションによる交通

流の解析」，「新設の交通流シミュレータとその臨事時業における課図」

3.10 カナダ科学技術使節団（第5グループの3名）来所見学恙談

3. 22 退官記念特別議演会が聞催された

第 3部森臆義雄教授題目「ニエ•生研の30年を顕りみて」

第3部沢井善三郎教授題目「制徊システムの題問点」
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